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むかわ町立鵡川中央小学校
公開研究会 11月１日(金)

公開研究会 11月１日(金)

「特別の教科 道徳」における
　　　　　　授業づくりと評価の改善

● 訂正とお詫び

　本校では、「特別の教科　道徳」の授業づくりと

評価方法について様々な先行実践をもとに研究を

進めています。２年次の今年度は、前年度の研究

において培った道徳科の授業づくりのベースをも

とに、方向性を揃えて実践を行うことで、よりよ

い授業づくりを目指しています。さらに、評価の

方法や内容を工夫し、取組の内容を蓄積、交流、

比較することで、評価における本校のベースを確

立し、本校の道徳科学習におけるスタンダードの

構築を目指しています。また、今年度は特別支援

学級における道徳科の実践についても検証し、実

践を記録しています。

4年道徳科　
掲示物を利用した既習内容の振り返りの
工夫をしているところ

特別支援言語学級道徳科
交流授業で個別指導をしているところ

厚真町立厚南中学校

考えを伝え、主体的に学ぶ生徒の育成
〜対話的な学びの場を工夫した問題解決的な学習〜

　本校は、各教科を研究領域とし、平成29年度か

らの3年計画で、研究を進めています。昨年度は、

「対話的な学びの工夫」に視点を当て、授業交流を

行い、深い学びにつながる「対話的な学び」を工夫

するとともに、単元を見通した「対話的な学び」の

効果的な設定について研究を重ねました。今年度

は11月１日に公開研究会を開催します。たくさん

のご意見を賜りさらに研究を深めていきたいと考

えています。

2年音楽科
鑑賞をし、曲の特徴についてまとめた意
見を記入しているところ

3年技術科
プログラム作成について交流していると
ころ

前回発行した所報いぶり第２号の研究委託校一覧のページにおいて、洞爺湖町立虻田小学校の研究領域が

国語科と記載していましたが、国語科・算数科の誤りでしたので訂正します。誠に失礼いたしました。



　８月８日、北海道教育庁胆振教育局において、胆振会場とオホー

ツク会場を中継でつなぎ、２会場合同で「授業づくり・学級経営」と

「道徳教育」をテーマにミニ道研との共催で研修講座を実施いたし

ました。胆振管内から18名の先生方の参加をいただきました。

　研修講座の様子は、胆振教育研究所のホームページ上で紹介して

おりますのでご覧下さい。（http://www.iburi-education.jp）

令和元年度 ミニ道研 兼 胆振教育研究所 夏季研修講座

　他会場の若い先生方の実践を聞き、トーク
セッションを行うことで、生徒としてのとらえ
方、また教師としての関わり方の2つの側面を
学ばせていただきました。視点を変えることで、
自分の見えていない子どもの良さが見えてきま
す。コミュニケーションを大切に良い学校環境
をつくっていきたいと思いました。

　事例が具体的で分かりやすく、学校でも活用できるものでした。ワークシートの「やっ
てみよう」でも、「視覚優位」と「聴覚優位」の人がいて、子どもをどう見ていくかという
視点で参考になりました。指導言のお話でも、子どもたちに分かる授業をするために
何ができるのかを考えていきたいと改めて思いました。ありがとうございました。

　各学校で抱えている生徒指導の問題について、交流できた
ことがよかったです。自分の立場で何ができるのか、チーム
として何ができるのかを改めて考えることができました。
　子どもを多面的に見ること、肯定的にとらえることが大切
で、明日からの実践に役立てていきたいと思いました。

　事例をもとにどのように「道徳的価
値の理解を高める発問」をつくってい
くとよいか、また、児童生徒にどのよ
うに新たな気付きが得られる活動にす
ればよいかが分かりやすかったです。
道徳的価値の理解を深めるために、発
問の工夫をすることの大切さを再認識
しました。

　胆振とオホーツクの
会場をビデオ会議シス
テムでつなぎ、それぞ
れの実践発表をもとに
研修が行われました。

〈講座〉

　実践発表の事例から、集団づくりと児童生徒とのコミュニ
ケーションの取り方について、グループで交流し、集団づく
りにおいては、「支え合い、励まし合うことのできる支持的な
風土をつくること」の大切さについて話し合われました。

〈午前の講座 「授業づくり・学級経営」〉

　道徳科の授業づくりにおいては、道徳科のね
らい（道徳的価値）を踏まえ、授業で児童生徒に、
何を考えさせ、気付かせたいのかを明確にし、
「価値観」「児童生徒観」「教材観」の3つの視点
から授業を構築することの大切さについて考え
ました。

〈午後の講座 「道徳教育」〉
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公開研究会 11月８日(金)

安平町立早来中学校 自他との関わりを大切にし、
　　　よりよい人間関係を築く生徒の育成
〜「特別の教科　道徳」の指導の改善・充実〜

　本校では、研究主題を「自他との関わりを大切にし、
よりよい人間関係を築く生徒の育成」として、特別の教
科　道徳の指導の改善・充実をテーマに校内研究を進め
てきました。今年度は計画の3年次となり11月8日（金）
には公開研究会を予定しています。１・2年次の研究を
踏まえつつ、教科書を使った授業の工夫、ＩＣＴを効果
的に活用する方法、短期的・長期的な評価方法の工夫に
焦点をあて、生徒だけではなく、授業者も積極的に自己
評価・相互評価をしながら授業改善を目指し、先生方全
員で研修に取り組んでいます。

3年道徳科
身近な例を挙げて興味関心を
もたせ、思考させているところ

3年道徳科
電子黒板やタブレットを活用し
意見を集約しているところ

公開研究会 11月14日(木)

伊達市立伊達西小学校 主体的に学び、思いや考えを伝え合う児童の育成
〜『主体的・対話的で深い学び』を意識した
　　　　　　　　　国語科の授業づくりを通して〜

　本校では、平成29年度より研究主題を「主体的に学び、

思いや考えを伝え合う児童の育成」と設定して国語科の

「読む」領域に重点を置いて研究を進めてきました。また、

特別支援学級では自立活動を中心に据えて授業研究を

行ってきました。今年度は、研究のまとめの年としてこ

れまで取り組んできた「言語活動の工夫」「伝え合う場面

の工夫」「振り返る場面の工夫」を取り入れた授業を通し

て主体的に学び、思いや考えを伝え合う児童の育成を目

指して研究を進めています。

5年国語科
「広がる、つながる、わたしたちの
読書」 互いのＰＯＰを読み合って
いるところ

4年国語科
「きょうみをもったところを発表し
よう」考えたことを3～4名のグル
ープで発表し合っているところ

公開研究会 11月14日(木)

伊達市立関内小学校 自分の思いを表現し、認め合い、
　　　　　　　学び合う児童を目指して
〜小規模校の特色を生かした「深い学び」の構築〜

　本校の研究主題は、「自分の思いを表現し、認め合い、
学び合う児童を目指して〜小規模校の特色を生かした
「深い学び」の構築〜」です。小規模校（全校児童33名）
の特色である、全員が授業に参加しやすく、お互いを分
かり合っているということを生かしながら、特別の教科
道徳を通して研修を進めています。自分の思いを表現し、
認め合い、学び合うことで、多様な考えに触れ、深い学
びを構築し、よりよい方向を目指す資質や能力（道徳的
実践力）を備える児童の育成に取り組んでいます。

特色ある教育活動
「全校英語」で交流学習をしてい
るところ

特色ある教育活動
「トウモロコシ栽培活動」をしてい
るところ


